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　上益城郡民体育祭で見事優勝した嘉島町
の男子ソフトボールチーム（写真上右）。
同上左は互いに協力し合ってもち米を手植
えする嘉島西小の児童たち。犬渕「馬祭
り」の行列（同下）は地域の一致協力ぶり
を物語る。
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の
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

県中学総体
※３面に詳報。
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げ
た
い
。
こ
の
６
年
余
り
副
会
長

と
し
て
見
て
き
た
全
国
９
２
７
の

町
と
村
の
現
状
に
立
脚
し
、
国
政

の
場
に
地
方
の
声
を
伝
え
て
い
き

た
い
」

☆
重
点
的
に
取
り
組
む
課
題
は
何

で
す
か
。

　
「
地
方
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

く
。
少
子
高
齢
化
で
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
中
、
大
都

市
に
人
口
が
集
中
す
る
よ
う
で
は

地
方
の
疲
弊
は
火
を
見
る
よ
り
も

明
ら
か
。
だ
か
ら
道
州
制
の
導
入

全国 47 都道府県の各町村会長を前に会長就任の抱負など語る荒木町長
（右から２人目）＝東京・千代田区の全国町村会館

　

荒
木
町
長
が
新
た
な
会
長
に
就

任
し
た
全
国
町
村
会
の
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
地
方
の

創
意
工
夫
結
集
」
を
呼
び
掛
け
る

荒
木
町
長
の
か
じ
取
り
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
会
長
就
任
に
当
た

り
、
少
子
高
齢
化
と
同
時
進
行
の

人
口
減
少
や
後
を
絶
た
な
い
大
規

模
災
害
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題

を
挙
げ
、「
全
国
の
町
と
村
の
暮

ら
し
の
実
情
を
踏
ま
え
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
方
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
創
意
工
夫
を
現
場

の
声
と
し
て
結
集
し
、
政
府
や
国

会
に
訴
え
て
い
く
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
長
選
挙
を
め
ぐ
っ
て

は
全
国
47
都
道
府
県
の
各
町
村
会

　

全
国
町
村
会
（
東
京
・
千
代
田

区
）
の
第
21
代
会
長
に
就
任
し
た

荒
木
町
長
は
こ
れ
ま
で
に
熊
日
は

じ
め
報
道
各
社
の
取
材
に
応
じ
、

意
気
込
み
な
ど
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
か
ら
…
。

☆
会
長
就
任
に
当
た
っ
て
の
抱
負

は
？

　
「
ま
ず
今
回
、
立
候
補
し
て
当

選
で
き
た
の
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
支
持
、
支
援
が
あ
り
、
町
政

運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
推
進
で
き
て

い
る
か
ら
。
改
め
て
感
謝
申
し
上

地
方
の
創
意
工
夫
結
集

全国町村会

町
役
場
を
訪
れ
た
滋
賀
県
町
村
会

の
研
修
団
を
も
て
な
す
荒
木
町
長

（
奥
左
）。
全
国
町
村
会
の
か
じ
取

り
を
期
待
す
る
声
が
相
次
い
だ

長
ら
が
一
堂
に
会
し
、
東
京
・
千

代
田
区
の
全
国
町
村
会
館
で
７
月

６
日
に
開
か
れ
た
同
会
理
事
会
で

報
告
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
同
会

事
務
局
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、

任
期
満
了
に
伴
う
会
長
選
に
は
荒

木
町
長
の
他
に
は
立
候
補
の
届
け

出
が
な
く
、
荒
木
町
長
の
無
投
票

当
選
が
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

荒
木
町
長
の
会
長
任
期
は
７
月

31
日
か
ら
２
年
間
。
熊
本
県
関
係

者
が
同
会
長
を
務
め
る
の
は
、
小

国
町
長
だ
っ
た
故
河
津
寅
雄
氏
以

来
、
２
人
目
で
、
39
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。

荒
木
町
長

会
長
就
任

新
体
制
ス
タ
ー
ト

は
認
め
ら
れ
な
い
。
平
成
の
大
合

併
が
及
ぼ
し
た
地
方
へ
の
影
響
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

☆
熊
本
地
震
は
じ
め
被
災
地
の
復

興
は
？

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
た

ち
、
手
厚
い
支
援
を
受
け
な
が
ら

も
、
復
興
は
ま
だ
道
半
ば
。
大
規

模
災
害
は
な
お
後
を
絶
た
な
い
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
、
減
災
の
取
り

組
み
を
求
め
て
い
く
」

荒
木
新
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

全
国
927
町
村
の
立
場
に
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平
成
29
年
度
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
（
中
学
総
体
）
が
７
月
22
、

23
の
両
日
、
水
俣
市
は
じ
め
芦

北
・
水
俣
地
区
を
中
心
に
県
内
各

地
で
開
か
れ
、
嘉
島
中
は
軟
式
野

球
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
が

堂
々
の
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
は
軟
式
野
球
で
１
回
戦

の
山
鹿
を
６
―
４
、
準
々
決
勝
の

桜
木
（
熊
本
市
）
を
２
―
０
で
退

け
て
４
強
入
り
。
準
決
勝
で
相
良

と
対
戦
し
、
０
―
３
で
惜
敗
。
バ

ス
ケ
女
子
は
初
戦
の
北
部
（
同
）

を
60
―
49
、
準
々
決
勝
の
竜
北

（
八
代
郡
）
を
52
―
48
で
そ
れ
ぞ

れ
撃
破
し
ま
し
た
が
、
優
勝
し
た

玉
名
に
準
決
勝
で
71
―
41
で
敗
れ

ま
し
た
。

　

６
月
24
〜
27
日
に
開
か
れ
た
上

益
城
郡
大
会
を
制
し
、
県
中
学
総

体
に
駒
を
進
め
た
の
は
、
軟
式
野

球
と
バ
ス
ケ
女
子
、
そ
れ
に
競
泳

（
出
場
標
準
記
録
ク
リ
ア
）
の
廣

川
由
選
手
と
中
冨
遥
香
選
手
の
２

団
体
２
個
人
。
こ
の
ほ
か
、
県
中

学
総
体
に
出
場
し
た
の
は
次
の
通

り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

競
泳　

男
子
リ
レ
ー
（
藤
瀨
栄

輝
・
廣
川
生
・
廣
川
由
・
成
松
楓

河
）
◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▽
団
体　

男
子
、
女
子
▽
複　

西
村
理
希
・

坂
﨑
陸
（
男
子
）、
山
﨑
愛
里
・

外
村
莉
望
（
女
子
）

　

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
中
島
敬
也
会
長
）
の
幹
部
研
修

会
が
７
月
18
日
、
熊
本
市
東
区
の

火
の
国
ハ
イ
ツ
で
開
か
れ
ま
し

た
。
町
内
単
位
ク
ラ
ブ
の
代
表
ら

約
70
人
が
出
席
。
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
長
の
上
原
伸
孝
さ

ん
が
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
話
を
行
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
懇
親
会
を
開
き
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

軟式野球、バスケ女子 そろって３位軟式野球、バスケ女子 そろって３位

県 

中 

学 

総 

体

嘉島中奮戦　Ｖ視界に

快進撃の活躍だった野球部のメンバー

惜しくも優勝を逃したバスケットボール女子

中冨遥香選手（競泳） 廣川由選手（競泳）

老
人
ク
ラ
ブ

幹
部
ら
研
修町

連
合
会
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手
は
じ
め
、
園
田
拓
也
、
平
繁
龍

一
、
齋
藤
恵
太
、
米
原
秀
亮
の
５

選
手
は
町
職
員
や
嘉
島
幼
稚
園
児

ら
の
出
迎
え
を
受
け
、
庁
内
の
会

議
室
で
開
か
れ
た
交
流
会
に
臨
み

ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
「
熊
本
地
震
の
被

災
者
に
と
っ
て
選
手
の
皆
さ
ん
の

頑
張
り
が
元
気
、
や
る
気
に
つ
な

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
の
中
心
メ
ン
バ
ー
ら
が
６
月
23

日
、
町
役
場
の
荒
木
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
地
域
に
根
差
し

た
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
取
り
組
む
ロ

ア
ッ
ソ
の
「
火
の
国
も
り
あ
げ
タ

イ
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で

す
。

　

韓
国
出
身
の
イ
ム
・
ジ
ン
ウ
選

　

嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
郡
５
町

対
抗
の
第
67
回
郡
民
体
育
祭
が
７

月
２
〜
16
日
、
郡
内
各
地
で
開
か

れ
、
10
競
技
に
出
場
し
た
嘉
島
勢

は
サ
ッ
カ
ー
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
空
手
道
、
水
泳
の
４
競
技
で

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

男
子
ソ
フ
ト
の
優
勝
は
第
62
回

以
来
、
サ
ッ
カ
ー
と
空
手
道
も
第

64
回
以
来
の
快
挙
で
、
水
泳
は
５

回
連
続
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

全
18
競
技
の
総
合
優
勝
は
益
城
町
、

嘉
島
町
は
５
位
で
し
た
。

　

郡
民
体
育
祭
は
昨
年
、
熊
本
地

震
の
影
響
で
中
止
さ
れ
、
２
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
初

予
定
で
は
７
月
２
、
８
、
９
日
の

日
程
で
し
た
が
、
雨
の
影
響
で
一

部
競
技
が
16
日
に
順
延
さ
れ
ま
し

た
。
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
で
は

陸
上
、
軟
式
野
球
、
嘉
島
中
プ
ー

ロ
ア
ッ
ソ
の

ロ
ア
ッ
ソ
の
５５
選
手
来
町

選
手
来
町

が
り
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た

の
に
対
し
、
イ
ム
選
手
ら
は
成
績

不
振
で
監
督
交
代
に
至
っ
た
チ
ー

ム
事
情
を
乗
り
越
え
、
今
後
の
反

転
攻
勢
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
町
し
た
選
手
か
ら
贈
ら
れ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
と
顔
写
真
を
プ

リ
ン
ト
し
た
の
ぼ
り
は
随
時
、
町

役
場
玄
関
に
展
示
し
て
来
庁
者
に

披
露
し
て
い
ま
す
。

ル
で
水
泳
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
県
民
体
育
祭
は

９
月
16
、
17
の
両
日
、
人
吉
球
磨

を
主
会
場
に
開
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
嘉
島
町
は
じ
め
上

益
城
勢
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写
真
上
は
来
町
し
た
ロ
ア
ッ
ソ
の
選
手
と
荒
木
町
長
。
同
下
は
嘉
島
幼
稚
園

児
ら
も
一
緒
に
出
迎
え
た

第 62 回大会以来の優勝を飾った男子ソフ
トボールの面々（写真左）。サッカー（同
右）も第 64 回大会以来の栄冠に輝いた 嘉島勢嘉島勢４４競技制す競技制す

男子ソフト、サッカー、空手道、水泳男子ソフト、サッカー、空手道、水泳上　益　城
郡民体育祭
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嘉
島
町
民
会
館
の
図
書
室
に
７

月
半
ば
、
児
童
図
書
か
ら
一
般
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ま
で
幅
広
く
取
り

そ
ろ
え
た
「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」

が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
震
災
で
被
災
し
た
嘉
島

町
北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル

九
州
熊
本
工
場
が
全
面
復
旧
し
た

の
を
機
に
、
同
社
は
改
め
て
「
熊

本
の
水
に
支
え
ら
れ
て
い
る
」
と

い
う
観
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
挙
げ
て

地
元
貢
献
に
乗
り
出
さ
れ
、
町
に

も
浄
財
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
使
途
を
検
討
し
た
町
は

　

嘉
島
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

の
定
期
総
会
＝
写
真
＝
が
６
月
30

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
か

れ
、
新
会
長
に
協
同
組
合
「
嘉
島

「
地
域
活
性
化
は
人
づ
く
り
か
ら
」

と
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
図
書

購
入
費
に
充
当
。
町
教
委
で
町
内

小
中
学
校
の
図
書
担
当
教
諭
か
ら

リ
ク
エ
ス
ト
を
募
る
と
と
も
に
、

の
偉
人
伝
や
各
種
図
鑑
類
、
人
気

作
家
の
新
作
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
な
ど

真
新
し
い
本
約
８
５
０
冊
が
ズ
ラ

リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
図
書
室
で

は
「
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み

リ
バ
ゾ
ン
」
理
事
長
の
江
越
征

記
・
大
堂
開
発
代
表
取
締
役
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

同
連
絡
協
顧
問
の
荒
木
町
長
や

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
新
刊
は
１
人
３
冊
ま
で
貸

し
出
し
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

図
書
室
の
利
用

者
か
ら
聞
き
取

り
を
行
う
な
ど

し
て
購
入
図
書

選
び
。
今
後
、

貸
し
出
し
な
ど

の
準
備
が
整
い

次
第
、
順
次
収

蔵
し
て
い
く
方

針
で
す
。

　

図
書
室
の
一

画
に
設
け
ら
れ

た
同
文
庫
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
こ

れ
ま
で
に
児
童

向
け
の
国
内
外

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
（
７
月
）
に
当
た
り
、

犯
罪
や
非
行
を
未
然
に
防
ぎ
、
安

全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
取

り
組
み
を
提
唱
す
る
首
相
と
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
７
月
７
日
、

嘉
島
町
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
役
場
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
、

上
益
城
地
区
保
護
司
会
御
船
分
会

の
赤
星
良
一
会
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
っ
た
髙
野
隆
町
教
育

長
は
「
夏
休
み
を
前
に
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
と
と
も
に
〝
格
差

社
会
〞
や
犯
罪
、
再
犯
の
問
題
に

向
き
合
う
必
要
が
あ
る
」
と
応
え

て
い
ま
し
た
。

県
企
業
立
地
課
の
松
岡
貴
浩
・
審

議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
町
内
、
県
内

の
企
業
情
勢
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

会
員
同
士
の
情
報
交
換
を
よ
り
密

に
し
、
交
流
を
図
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
盛
り
込
ん
だ
本
年
度
事
業
計

画
な
ど
決
め
ま
し
た
。

　

江
越
新
会
長
は
「
お
互
い
地
域

に
根
差
し
な
が
ら
社
業
発
展
に
努

め
、
九
州
へ
世
界
へ
羽
ば
た
い
て

い
く
会
員
企
業
が
出
て
き
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
表
明
し
ま
し
た
。

同
連
絡
協
に
は
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
や

熊
本
南
工
業
団
地
な
ど
町
内
へ
の

進
出
企
業
57
社
が
加
盟
し
て
い
ま

す
。
役
員
改
選
で
は
副
会
長
に
熊

本
南
工
業
団
地
協
同
組
合
理
事
長

の
松
本
修
一
・
プ
レ
シ
ー
ド
代
表

取
締
役
を
新
任
、
サ
ン
ト
リ
ー

ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工
場
の
橋
本

猛
・
工
場
長
を
再
任
し
ま
し
た
。

図
書
室
に
登
場
し

た
「
サ
ン
ト
リ
ー

文
庫
」

江越征記氏

「
社
会
を
明
る
く
」

「
社
会
を
明
る
く
」

　　

首
相
と
知
事

　

メ
ッ
セ
ー
ジ

サントリー文庫お目見えサントリー文庫お目見え
― 町民会館 図書室 ―

児童書に一般ベストセラーも

新
会
長
に
江
越
氏

新
会
長
に
江
越
氏

町
進
出
企
業

町
進
出
企
業

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会
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昆
虫
採
集
に

昆
虫
採
集
に

標
本
作
り
も

標
本
作
り
も

　

嘉
島
町
内
の
田
植
え
は
一
巡
し
、

今
年
も
コ
メ
づ
く
り
本
番
で
す
。

町
の
主
力
農
産
物
で
あ
る
コ
メ
は

市
場
の
食
味
評
価
が
高
い
県
の
奨

励
品
種
「
森
の
く
ま
さ
ん
」
に
ほ

ぼ
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も

町
内
の
コ
メ
作
付
面
積
約
３
８
０

㌶
の
う
ち
97
％
強
に
上
る
と
み
ら

れ
ま
す
。「
全
て
県
の
慣
行
基
準

よ
り
化
学
肥
料
、
農
薬
を
半
減
さ

せ
た
特
別
栽
培
米
」（
町
農
政
課
）

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

町
内
で
は
子
ど
も
た
ち
の
田
植

え
体
験
も
地
元
生
産
者
の
協
力
で

相
次
ぎ
ま
し
た
。
嘉
島
西
小
は
７

月
10
日
、
５
年
生
が
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
も
ち
米
を
手
植
え
。

水
が
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
に
は
だ
し

で
入
っ
た
児
童
た
ち
か
ら
は
「
気

持
ち
い
い
」
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
西
小
で
は
秋
に
稲
刈
り

も
行
い
、
も
ち
や
だ
ん
ご
を
作
っ

て
学
校
バ
ザ
ー
に
提
供
す
る
計
画

で
す
。
こ
れ
よ
り
先
、
嘉
島
東
小

の
５
年
生
は
町
内
の
主
力
「
森
の

く
ま
さ
ん
」
の
植
え
付
け
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
３
日
に
は
嘉
島
幼

稚
園
の
園
児
ら
も
田
植
え
体
験
。

浮
島
神
社
近
く
の
田
ん
ぼ
で
は
町

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
代
表
の
河
原

君
代
さ
ん
が
招
い
た
熊
本
市
内
の

保
育
園
児
ら
も
水
着
姿
で
も
ち
米

を
植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。

「
浮
島
さ
ん
」
近
く
の
田
ん
ぼ
で
手
植

え
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
子
ど
も
た
ち

町内主力「森のくまさん」も町内主力「森のくまさん」も

楽しい！子どもら歓声楽しい！子どもら歓声

　

嘉
島
町
上
島
の
東
海
大
「
松
前

重
義
記
念
館
」
で
７
月
22
日
、
夏

休
み
恒
例
の
「
昆
虫
採
集
と
標
本

の
作
り
方
」
特
別
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

昆
虫
に
つ
い
て
、
東
海
大
農
学

部
の
村
田
浩
平
教
授
が
行
っ
た

「
１
０
０
万
種
類
を
超
す
世
界
の

昆
虫
の
う
ち
日
本
国
内
で
確
認
さ

れ
て
い
る
の
は
４
万
種
類
。
そ
の

う
ち
阿
蘇
に
は
３
千
種
類
が
い
る

と
み
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
講
話
に
、

味
津
々
な
様
子
。

　

近
く
の
上
島
四
所
神
社
に
出
掛

け
て
早
速
、
虫
取
り
。
子
ど
も
た

ち
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
境
内
の
木
々
や
茂
み
に
目
を

こ
ら
し
、
30
分
足
ら
ず
の
間
に
ク

マ
ゼ
ミ
や
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
な
ど

を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
同
記
念
館
で
捕
ま

え
た
虫
を
標
本
に
。
村
田
教
授
や

東
海
大
農
学
部
の
学
生
ら
の
指
導

で
い
つ
、
ど
こ
で
捕
ま
え
た
か
―

な
ど
を
記
録
す
る
ラ
ベ
ル
を
親
子

で
作
っ
た
り
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク

ワ
ガ
タ
の
〝
争
奪
戦
〞
を
兼
ね
た

昆
虫
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
小
学
生
や

幼
稚
・
保
育
園
児
ら
約
百
人
は
興

　

嘉
島
東
小
で
７
月
14
日
、「
親

子
で
学
ぶ
食
育
教
室
」
が
開
か
れ
、

５
、
６
年
生
が
お
母
さ
ん
や
町
内

の
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食
改
さ

ん
）
と
一
緒
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー

プ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
調
理
実
習
に
先
立
っ

て
班
ご
と
に
食
材
や
メ
ニ
ュ
ー
選

び
に
取
り
組
む
こ
と
で
栄
養
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
、
ま
ず
学
習
。
さ

ら
に
出
来
上
が
っ
た
ス
ー
プ
の
塩

分
濃
度
を
測
定
し
た
上
で
、
理
想

と
さ
れ
る
健
康
的
な
味
わ
い
を
実

食
。

　

こ
の
日
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

の
身
支
度
で
、
大
根
や
ニ
ン
ジ
ン
、

ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
自
分
た
ち

で
選
ん
だ
具
材
を
切
り
分
け
、
み

そ
汁
や
ト
マ
ト
ス
ー
プ
を
作
り
ま

し
た
。
見
守
る
お
母
さ
ん
や
食
改

さ
ん
か
ら
は
「
上
手
ね
」「
手
慣

れ
て
い
る
」
な
ど
の
声
も
。
最
後

に
塩
分
濃
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
声
を
合
わ

せ
、
一
致
協
力
し
た
〝
自
信
作
〞

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

上
島
四
所
神
社
で
暑
さ
も
忘
れ
て

虫
取
り
に
熱
中
す
る
子
ど
も
た
ち

松
前
重
義
記
念
館

松
前
重
義
記
念
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
作
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
作
っ
た
嘉
島
東
小

　

具
材
を
切
り
そ
ろ
え
て
い
く
児
童
ら
。

　

包
丁
さ
ば
き
も
食
育
の
一
環
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嘉
島
町
の
西
端
、
犬
渕
地
区
の

十
五
神
社
で
７
月
18
日
、
恒
例
の

「
馬
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
大
太
鼓

と
横
笛
の
お
は
や
し
に
乗
っ
た
行

列
が
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
震
災
で
同
社
は
神
殿
が

全
壊
し
、
鳥
居
も
破
損
。
そ
れ
で

も
地
区
挙
げ
て
復
元
に
当
た
り
、

例
年
通
り
２
カ
月
後
の
祭
り
を
滞

り
な
く
催
し
て
〝
犬
渕
の
底
力
〞

を
発
揮
。

　

今
夏
も
直
径
１
㍍
超
の
大
太
鼓

を
据
え
付
け
た
台
座
を
引
き
回
す

子
ど
も
か
ら
長
老
ま
で
地
区
住
民

の
行
列
は
ま
ず
加
勢
川
沿
い
の
同

社
へ
。
６
人
の
若
衆
が
道
す
が
ら

「
そ
〜
れ
」
な
ど
の
掛
け
声
を
交

え
て
代
わ
る
代
わ
る
大
太
鼓
を
た

た
く
と
、
３
本
の
横
笛
の
調
べ
も

絶
好
調
。
境
内
で
の
奉
納
演
奏
や

神
事
に
引
き
続
き
、
行
列
は
緑
川

の
堤
防
沿
い
の
水
神
さ
ん
を
回
っ

て
、
地
区
内
の
世
帯
を
一
軒
ず
つ

巡
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
地
域
の
農
作
業
に
は
人

手
と
共
に
農
耕
馬
が
欠
か
せ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い

わ
れ
、
田
植
え
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

豊
作
や
無
病
息
災
を
願
っ
て
毎
年

掛
け
声
を
時
折
交
え
、
直
径
１
㍍
超

の
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
若
衆
ら

（
写
真
上
）。

大
太
鼓
を
据
え
付
け
た
台
座
を
引
き

回
す
「
馬
祭
り
」
の
行
列
（
同
左
）

７
月
18
日
に
開
催
。
今
で
は
農
耕

の
た
め
の
馬
や
牛
は
姿
を
消
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
祭
り

保
存
会
を
中
心
に
約
50
世
帯
の
地

区
挙
げ
て
約
２
０
０
年
来
続
く
伝

統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

恒例の「馬祭り」犬渕地区

　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
（
熊
本
放
送
）
ラ
ジ
オ
で
７
月
８
日
に
放
送
さ
れ
た

「
お
は
よ
う
！
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
消
防
団
」（
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
系

列
）
に
嘉
島
町
消
防
団
の
佐
藤
光
正
団
長
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
団
長
は
、
ゲ
ス
ト
応
援
団
を
務
め
た
熊
本
ゆ
か
り
の
歌

手
、
水
前
寺
清
子
さ
ん
と
電
話
で
や
り
と
り
。「
地
震
の
時
に

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
『
消
防
団
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
』
と
い
う

声
を
何
度
も
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
災
害
が
起
き
て
も
対
応
で
き
る
備
え
に
改
め
て
努
め

る
」
と
今
後
の
抱
負
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
放
送
内
容
に
関
し
て
は
、
日
本
消
防
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
８
月
中
旬
に
も
聴
取
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

な
お
、
番
組
収
録
は
６
月
22
日
に
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町役場でラジオ番組の収録に臨む
佐藤消防団長

嘉島町 佐藤消防団長語る
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演

水
前
寺
清
子
さ
ん
対
談
も
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嘉
島
町
上
島
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
の
特
設
会
場
で
来
月
幕
を
開

け
る
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
熊
本

公
演
の
招
待
券
２
０
０
人
分
が
７

月
18
日
、
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
カ
ス
を
共
催
す
る
熊
本
日

日
新
聞
と
熊
本
放
送
、
熊
本
県
民

テ
レ
ビ
の
３
社
で
つ
く
る
同
公
演

実
行
委
員
会
と
木
下
サ
ー
カ
ス

（
岡
山
市
）
が
昨
年
の
震
災
か
ら

の
復
興
や
地
域
の
社
会
福
祉
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

町
役
場
で
開
か
れ
た
贈
呈
式
で
、

木
下
サ
ー
カ
ス
の
木
下
嘉
子
副
社

長
ら
が
「
熊
本
で
は
６
年
ぶ
り
の

公
演
。
被
災
し
た
方
々
に
夢
と
感

動
を
お
届
け
し
た
い
。
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
」
と
語

り
、
荒
木
町
長
に
招
待
券
を
手
渡

し
ま
し
た
。
町
で
は
子
ど
も
へ
の

配
布
な
ど
を
中
心
に
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

８
頭
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が

登
場
す
る
猛
獣
シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン

に
し
た
熊
本
公
演
は
９
月
15
日
か

ら
11
月
29
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
期
間
中
、
25
万
人
の

入
場
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
前

売
り
料
金
は
大
人
２
７
０
０
円

（
当
日
３
千
円
）、
３
歳
〜
中
学
生

１
７
０
０
円
（
同
２
千
円
）。
問

い
合
わ
せ
は
熊
本
公
演
事
務
局

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
０
０
４
５
。

　

嘉
島
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農

業
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と

７
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
（
農
業
協
同
組

合
）
か
み
ま
し
き
が
嘉
島
町
教
育

委
員
会
に
児
童
向
け
の
農
業
雑
誌

を
贈
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
４
年
生
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
、
英
語

の
「
チ
ャ
イ
ル
ド
（
子
ど
も
）」

「
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
（
農
業
）」

「
グ
リ
ー
ン
（
緑
）」
を
組
み
合
わ

せ
た
月
刊
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８

月
号
で
す
。「
食
＆
農
」
特
集
で

ト
マ
ト
料
理
を
紹
介
し
、「
田
ん

ぼ
と
お
米
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
別

冊
の
付
録
も
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
雑
誌
を
届
け
た

Ｊ
Ａ
同
の
田
原
要
一
副
組
合
長
に

対
し
、
髙
野
隆
教
育
長
は
「
農
業

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
ひ
い
て
は

地
域
へ
の
理
解
も
深
ま
る
は
ず
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

励
を
受
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
車
両
６
台
で
車
列
を
組

ん
で
町
内
を
巡
回
。
の
ぼ
り
や
ス

テ
ッ
カ
ー
、
そ
れ
に
拡
声
器
で

「
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
に
理
解
を
」「
犯
罪
や
非
行
の

な
い
町
に
」
な
ど
社
明
運
動
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
７
月
１

日
の
「
更
生
保
護
の
日
」
に
ち
な

む
社
明
運
動
強
調
月
間
（
７
月
）

に
合
わ
せ
、
町
内
パ
レ
ー
ド
は
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
役
場
前
で
開
か
れ
た
出
発
式

に
は
町
内
の
保
護
司
は
じ
め
各
種

団
体
の
代
表
ら
町
社
明
運
動
実
施

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
勢
ぞ
ろ

い
。
同
委
員
会
長
の
荒
木
町
長
か

ら
「
犯
罪
防
止
と
と
も
に
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
更
生
へ
の
理
解
を

訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
激

　

嘉
島
町
の
社
会
を
明
る
く
す
る

（
社
明
）
運
動
町
内
パ
レ
ー
ド
が

７
月
18
日
、
繰
り
出
し
、
安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り
の
徹
底
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

髙
野
教
育
長
（
左
）
に
農
業
雑
誌

を
贈
る
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
田
原

副
組
合
長
（
中
央
）

「
社
明
」
の
の
ぼ
り
を
立
て
、
町

役
場
を
出
発
す
る
町
内
パ
レ
ー
ド

荒
木
町
長
（
中
央
）
に
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
熊
本
公
演

の
招
待
券
を
贈
る
木
下
嘉
子
副
社
長
（
左
端
）
ら

サーカス招待券200人分
熊本公演実行委、町に贈る

農
業
に
理
解
を

農
業
に
理
解
を

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

町
内
児
童
に
雑
誌

町
内
児
童
に
雑
誌

「
社
明
」
訴
え
パ
レ
ー
ド

「
社
明
」
訴
え
パ
レ
ー
ド

　
　

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

　
　

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

町
内
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あ
り
。

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
賃　
　

金　

日
額
４
８
６
８
円

○
選
考
方
法　

面
接

○
応
募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
送
付
。

○
受
付
期
間　

　

８
月
14
日
（
月
）
〜
９
月
８
日
（
金
）

※
持
参
は
土
日
を
除
く
８
時
半
か
ら
17

時
ま
で
。
郵
送
は
９
月
８
日
（
金
）
の

消
印
有
効
。

【
応
募
先
】

　
　

嘉
島
町
大
字
上
島
９
２
０
番
地

　
　

嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

１
９
２
５

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

新
規
就
農
支
援
研
修
生

　

農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
に
必
要
な

栽
培
技
術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎

か
ら
学
べ
る
新
規
就
農
支
援
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
研
修
生
の
１
次
募
集
を
９

月
15
日
か
ら
10
月
27
日
ま
で
行
い
ま

す
。
座
学
・
実
習
が
週
５
日
の
「
プ
ロ

経
営
者
コ
ー
ス
」、
週
３
日
の
「
実
践

農
業
コ
ー
ス
」、
月
１
回
の
座
学
の
み

の
「
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス
」
の

３
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
２
４
８－

６
６
０
０

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の
採
用
試
験

○
試
験
の
種
類

① 

高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
、

警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一
般
土
木
、

農
業
土
木
、
林
業
）

② 

免
許
資
格
職
（
学
校
図
書
館
事
務
、

臨
床
検
査
技
師
、
看
護
師
）

③
警
察
官
Ｂ

④ 

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員

採
用
選
考
試
験
（
一
般
事
務
、
教
育

事
務
）

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
25
日
（
金
）
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

○
第
１
次
試
験
日

　

①
〜
②
９
月
24
日
（
日
）

　

③
10
月
15
日
（
日
）

　

④
10
月
22
日
（
日
）

※
受
験
資
格
等
や
受
験
申
込
書
の
配
布

場
所
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
県
人
事
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
３
３

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

職
員
採
用
試
験

○
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

・
職
種　

一
般
事
務

・
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

募
集学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

○
募
集
人
員　

１
人

○ 

受
験
資
格　

嘉
島
町
在
住
で
調
理
業

務
に
関
心
の
あ
る
方

○ 

職
務
内
容　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
、
給
食
調
理
業
務
に
従
事

○
任
用
予
定
期
間

　

９
月
〜
平
成
30
年
３
月

※ 

そ
の
後
１
年
ご
と
の
更
新
の
可
能
性

※お断り
　お問い合わせ先は各項目
の末尾です。

【
10
面
に
続
く
】
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○
受
験
資
格　

・ 
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

○
受
付
期
間　

８
月
28
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

９
月
15
日
（
金
）
ま
で

※ 

土
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時
（
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）。
郵

送
は
９
月
15
日
（
金
）
17
時
ま
で
に

共
済
組
合
総
務
課
へ
必
着
し
た
も
の

で
、
書
類
が
完
備
し
て
い
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
る
。

○ 

申
込
先　

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課
（
熊
本
市
東
区
健
軍
１
丁
目

５
番
３
号
）

○
試
験
日
時

・
第
１
次
試
験　

10
月
22
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験　

11
月
下
旬　

　
　

熊
本
県
市
町
村
職
員

　
　
　

共
済
組
合
総
務
課

☎
３
６
５－

１
９
０
０

人
権
４
こ
ま
漫
画
・

漫
画
シ
ナ
リ
オ

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
を

身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
通
り
人
権
４
こ
ま
漫
画
、

同
漫
画
シ
ナ
リ
オ
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
人
権
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
人
権

情
報
誌
等
で
公
表
を
行
う
と
と
も
に
、

１
万
円
程
度
の
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

優
秀
作
品
は
今
後
の
県
啓
発
活
動
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○ 

募
集
内
容　

人
権
啓
発
に
関
す
る
４

こ
ま
漫
画
、
お
よ
び
４
こ
ま
漫
画
シ

ナ
リ
オ

○ 

募
集
締
切　

９
月
15
日
（
金
）
必
着

○ 

応
募
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
明
記
の
上
、

左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
電
子
メ
ー
ル
（
デ
ー
タ
形
式

は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
限
る
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

○
応
募
先　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

人
権
啓
発
作
品
メ
ー
ル

jinken@
pref.kum

am
oto.lg.jp

　
　

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
３
３
３－

２
２
９
９

健　

康
嘉
島
町
集
団
検
診
は
８
月
27
〜
31
日

　

嘉
島
町
で
は
、
今
年
も
８
月
27
日
か

ら
同
31
日
ま
で
の
期
間
中
、
が
ん
検
診

を
含
む
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
健
診
で
は
が
ん
検
診
と
同
時
に
「
特

定
健
診
」
や
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」

な
ど
複
数
の
健
診
を
一
度
に
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
４
月
に
広
報
と↑

【
９
面
か
ら
続
く
】

【平成 29年度嘉島町集団検診の予定表】

※対象者の年齢は平成 30 年 3 月 31 日時点での到達年齢です。
☆今年度、後期高齢者健診をお申し込みの方は 12 月にがん検診と併せて実施予定となります。お申し込みの方
へは 11 月下旬ごろ日程のご案内および問診表を送付します。

検診項目 対象者 日程

特定健診

1）嘉島町国民健康保険に加入する 40 歳以上 74 歳以下の方
2）国保以外の健康保険に加入される被扶養者の方で、保険
者が発行した「特定健診受診券」をお持ちの方
（ただし、日赤熊本健康管理センターと契約がある場合のみ）
※受診を希望される場合は必ず嘉島町役場町民課保健係まで
お電話ください。

８月27日（日）～
８月31日（木）の
午前中で町が指定
した日時となりま
す。

○すでに嘉島町の
検診の申し込みを
されている方には、
8 月中旬頃に日程
を通知し、問診票
を送付します。
○子宮がん検診・
乳がん検診無料
クーポン券が届い
ている方は、クー
ポン券をご持参く
ださい。
○無料肝炎ウイル
ス検診対象となら
れる方は、送付し
ている通知をご持
参ください。

肺がん検診

40 歳以上の方※胃がん検診

大腸がん検診

超音波検診

子宮がん検診 20 歳以上の女性※

乳がん検診 40 歳以上の女性※

前立腺がん検診 50 歳以上の男性※

骨粗しょう症検診 満 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳の女性※

Ｂ型・Ｃ型
ウィルス検診

満 40 歳※の方で、これまでに肝炎ウィルス検診を受診したこ
とのない方
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↑世
帯
ご
と
の
通
知
で
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
が
、
４
月
以
降
に
本
町
に
転
入
さ

れ
た
方
や
、
新
た
に
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
面
の
内
容

表
を
ご
確
認
の
う
え
役
場
町
民
課
保
健

係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
者
の
方
へ
お
知
ら
せ

　

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、
８
月

27
日
か
ら
同
31
日
の
期
間
に
実
施
し
ま

す
。
受
診
希
望
の
方
は
、
午
前
10
時
30

分
か
ら
11
時
ま
で
の
間
に
、
嘉
島
町
保

健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
４ 

子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
・
乳
が
ん

お
よ
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

無
料
検
診
対
象
者
の
方
へ

　

嘉
島
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
に
お

い
て
上
の
表
に
記
載
し
て
い
る
対
象
と

な
る
方
に
、
検
診
費
用
が
無
料
に
な
る

ク
ー
ポ
ン
券
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
対

象
者
に
は
通
知
）
を
６
月
中
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
機
会
を
提
供
し
、

受
診
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん
の

早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及

啓
発
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
の
補
助
事
業
で
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
送
付
し
た

通
知
文
を
利
用
し
た
集
団
検
診
（
8
月

27
日
〜
同
31
日
の
期
間
中
に
実
施
）
を

受
診
予
定
の
方
は
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

※
上
の
表
で
対
象
者
で
あ
る
か
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

ご
存
じ
で
す
か

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

特
別
価
格
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

９
月
２
日
（
土
）
開
催
の
ロ
ア
ッ
ソ

熊
本
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
、
嘉
島
町
民
の

方
が
特
別
価
格
で
観
戦
で
き
る
「
嘉
島

町
タ
ウ
ン
デ
イ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
を

応
援
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

【
12
面
に
続
く
】

肝炎ウイルス検診の対象となられる方

乳がん検診の対象となられる方

子宮頸がん検診の対象となられる方

年齢 生　　年　　月　　日

40 歳 昭和 51（1976）年 4月 2日～昭和 52（1977）年 4月 1日

45 歳 昭和 46（1971）年 4月 2日～昭和 47（1972）年 4月 1日

50 歳 昭和 41（1966）年 4月 2日～昭和 42（1967）年 4月 1日

55 歳 昭和 36（1961）年 4月 2日～昭和 37（1962）年 4月 1日

60 歳 昭和 31（1956）年 4月 2日～昭和 32（1957）年 4月 1日

年齢 生　　年　　月　　日

40 歳
（女性） 昭和 51（1976）年 4月 2日～昭和 52（1977）年 4月 1日

年齢 生　　年　　月　　日

20 歳
（女性） 平成 8（1996）年 4月 2日～平成 9（1997）年 4月 1日



広報かしま2017.8

12

○
日
時

　

９
月
２
日

　

対
戦
相
手　

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

　

19
時　

キ
ッ
ク
オ
フ　
　

○
場
所

　

え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム

　
（
熊
本
市
東
区
平
山
町
２
７
７
６
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て

　

※
タ
ウ
ン
デ
イ
特
別
価
格

　
　
（
９
月
２
日
の
み
）

　

一
般　

嘉
島
町
民
の
方
の
み　

　
　
　
　

特
別
価
格
５
０
０
円

　
　
　
　
（
通
常
３
３
０
０
円
）

　

小
中
高
校
生　

嘉
島
町
民
の
方
の
み

　
　
　
　

無
料

　
　
　
　
（
通
常
１
６
０
０
円
）

○
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場

　

え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
入
場
口

（
４
ゲ
ー
ト
）
の
「
嘉
島
町
チ
ケ
ッ
ト

ブ
ー
ス
」
に
て
販
売
し
ま
す
。

※
嘉
島
町
在
住
を
証
明
す
る
物
、
学
生

証
等
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

第
35
回
九
州
矯
正
展

○
日
時

　

10
月
７
日
（
土
）
９
時
半
〜
16
時

　

10
月
８
日
（
日
）
９
時
半
〜
15
時

○
場
所　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
　
（
益
城
町
福
富
１
０
１
０
）

○
入
場
料　

無
料

○
主
な
内
容　

▽
全
国
の
刑
務
所
作
業

製
品
お
よ
び
少
年
職
業
補
導
製
品
の
展

示
・
販
売
▽
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
展
示
▽

熊
本
地
震
時
の
行
政
等
の
対
応
を
紹
介

し
た
パ
ネ
ル
展
示
▽
刑
務
作
業
の
製
作

体
験
（
陶
芸
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
革

製
品
・
木
工
品
）
▽
刑
務
所
の
模
擬
居

室
の
展
示
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

性
格
検
査
▽
受
刑
者
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー

を
も
と
に
作
っ
た
弁
当
の
販
売
（
予

定
）

　
　

熊
本
刑
務
所　

処
遇
部
企
画
部
門

☎
３
６
２－

３
５
１
３

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

【
11
面
か
ら
続
く
】

↑

衆議院議員選挙の小選挙区が改定されました。
次の衆議院議員総選挙からは、新しい選挙区で選挙が行われます。

衆議院小選挙区区割り改定に関する総務省HP
と検索してください。

詳しくは、総務省のホームページなどでご確認ください

熊本県
［改定前］

➡

［改定後］－嘉島町は４区から３区へ－
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金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

　
　

建
退
共
熊
本
県
支
部

☎
３
６
６－

５
１
１
１

就
職
の
機
会
均
等
確
保
の
た
め
に

公
正
採
用
選
考
啓
発
月
間

　

８
月
１
日
か
ら
末
日
ま
で
の
１
カ
月

間
、
職
業
選
択
の
自
由
を
保
障
し
、
就

職
差
別
を
排
除
す
る
目
的
の
も
と
に

「
公
正
採
用
選
考
啓
発
月
間
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
月
間
は
、
熊
本
県
な

ら
び
に
県
内
の
各
商
工
団
体
、
教
育
関

係
機
関
等
で
構
成
す
る
「
公
正
な
採
用

選
考
推
進
協
議
会
」
が
主
唱
し
、
県
内

一
円
で
啓
発
運
動
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

従
業
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
本
籍
、

出
身
地
、
家
族
の
職
業
、
資
産
、
思

想
・
信
条
等
を
聞
い
た
り
、
書
か
せ
た

り
し
な
い
よ
う
に
し
、
応
募
者
の
適
性

と
能
力
に
基
づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採
用

選
考
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
戸
籍
（
抄
）
本
の

提
出
お
よ
び
身
元
調
査
は
、
就
職
差
別

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
行
わ
な
い
よ
う

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

適
正
・
公
平
な
採
用
選
考
を
実
施
し
、

就
職
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、

県
民
す
べ
て
の
課
題
で
す
。
各
機
関
、

団
体
、
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公

正
な
採
用
選
考
の
実
施
に
つ
い
て
、
格

別
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

公
平
な
採
用
選
考
推
進
協
議
会

☎
２
８
２－

０
０
７
７

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て

　

民
間
企
業
の
障
害
者
法
定
雇
用
率

（
現
行
２
・
０
％
）
が
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
当
分
の
間
は
２
・
２
％
、
３

年
を
経
過
す
る
前
ま
で
に
２
・
３
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
引
き
上
げ
後
は
、

障
害
者
を
１
人
以
上
雇
用
し
、
雇
用
状

況
を
報
告
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
事

業
主
の
範
囲
が
従
業
員
50
人
以
上
か
ら

45
・
５
人
以
上
に
広
が
り
ま
す
。
障
害

者
の
募
集
、
雇
用
管
理
、
各
種
助
成
金

等
に
関
す
る
相
談
は
、
お
早
め
に
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

☎
２
８
２－

０
０
７
７

就
業
構
造
基
本
調
査
の

ご
協
力
の
お
願
い

　

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
が
実
施

す
る
調
査
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の

と
さ
れ
る
「
基
幹
統
計
調
査
」
と
し
て

５
年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
調
査
で
す
。

　

本
調
査
は
国
民
の
就
業
お
よ
び
不
就

業
の
実
態
を
調
査
す
る
も
の
で
、
全
国

と
地
域
別
の
就
業
構
造
に
関
す
る
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

雇
用
政
策
を
は
じ
め
、
経
済
政
策
な
ど

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
以
降
、
調
査
員
が
調
査
対
象
の

お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
本
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

参
加
し
ま
せ
ん
か

就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

in
か
み
ま
し
き

○
日
時　

９
月
16
日（
土
）13
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
受
け
付
け
12
時
半
〜
）

↑

８ 月 の 納 税 等 ９ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年８月31日（木）

固定資産税………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年10月２日（月）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

８月23日
９月27日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

【
14
面
に
続
く
】
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○
場
所　

益
城
町
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ミ
ナ
テ
ラ
ス
）
視
聴
覚
室

○
対
象
者

　
　
　
　

 
就
職
・
転
職
を
考
え
て
い
る

人
。
年
齢
・
経
験
問
わ
ず
。

　
　
　
　

 （
参
加
費
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由
）

○
内
容　

 

地
元
を
代
表
す
る
企
業
６
〜

８
社
が
事
業
内
容
や
仕
事
の

内
容
を
説
明
。
書
類
選
考
な

し
で
企
業
の
担
当
者
と
話
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
　

熊
本
県　

あ
て
る
サ
ロ
ン

☎
３
１
２－

４
６
１
０

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
月

１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、
熊

本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ
オ

体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
７
回
日
時　

　

９
月
３
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

嘉
島
幼
稚
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　

　

８
月
25
日
（
金
）
９
時
30
分
〜
11
時

○
場
所　

嘉
島
幼
稚
園

　

プ
ー
ル
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
水

着
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
水
筒
も
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
一
日
保
険
（
30

円
程
度
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

22
日
（
火
）
ま
で
に
直
接
、
幼
稚
園
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
予
約

は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
は
必
ず
保
護
者

同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７－
５
２
１
０

保
育
園
の
園
庭
開
放

東
部
幼
光
保
育
園

○
日
時

　

８
月
17
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

24
時
間
震
災
問
題
・
借
金

　
　
　

生
活
保
護
１
１
０
番

○
日
時　

８
月
18
日
（
金
）
16
時
か
ら

　
　
　
　
　
　

19
日
（
土
）
16
時
ま
で

※
夜
間
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
相
談
電
話
番
号

　
　

☎
３
６
４－

０
８
０
０

※ 
右
記
日
程
・
時
間
内
は
、
県
司
法
書

士
会
館
で
面
接
の
無
料
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

県
青
年
司
法
書
士
会
に
よ
る
、
無
料

相
談
で
す
。
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
や
借
金
の
返
済
に
行
き
詰
っ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
に
関
す
る
悩
み
を
持
っ

て
い
る
方
な
ど
の
た
め
の
無
料
相
談
で

す
。

　
　

司
法
書
士　

野
口　

嘉
津
馬

☎
２
８
８－

３
７
８
８

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

  

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

熊
本
地
方
法
務
局
と
熊
本
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強

化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
期
間

　

９
月
４
日
（
月
）
〜
10
日
（
日
）

○
受
付
時
間　

・
９
月
４
日
（
月
）
〜
８
日
（
金
）

　
　

８
時
30
分
〜
19
時

・
９
月
９
日
（
土
）
10
日
（
日
）

　
　

10
時
〜
17
時

○
実
施
方
法

・
電
話
相
談

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
相
談
担
当
者　

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

・
相
談
を
受
け
る
事
項

　

虐
待
、
差
別
、
偏
見
等
の
高
齢
者
・

障
害
者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、
固

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑
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〇
自
転
車
事
故
の
賠
償

　

自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
の
「
軽

車
両
」
で
あ
り
、
ル
ー
ル
違
反
は
車

と
同
様
に
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
他
人
に

け
が
を
負
わ
せ
、
法
律
上
の
損
害
賠

償
責
任
を
負
っ
た
と
き
は
、
被
害
者

に
賠
償
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
事
故
の
当
事
者
が
未
成
年
で

あ
っ
て
も
、
家
族
等
が
監
督
義
務
を

問
わ
れ
、
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
高
額
の
賠
償
に
備
え
る
「
個
人
賠

償
責
任
保
険
」

　

こ
の
「
個
人
賠
償
責
任
保
険
」
は
、

加
入
者
本
人
や
家
族
が
自
転
車
運
転

中
を
含
む
日
常
生
活
上
の
過
失
で
他

人
に
け
が
を
負
わ
せ
た
り
、
他
人
の

財
物
を
壊
し
た
り
し
て
法
律
上
の
損

害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た

と
き
、
被
害
者
に
支
払
う
損
害
賠
償

金
や
弁
護
士
費
用
等
を
補
償
し
ま
す
。

〇
保
険
加
入
時
の
注
意
点

　

個
人
賠
償
責
任
保
険
は
火
災
保
険

や
傷
害
保
険
、
自
動
車
保
険
な
ど
に

特
約
で
付
加
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

高
額
の
賠
償
額
に
対
応
で
き
る
保
険

金
額
を
確
保
し
、
最
悪
の
事
態
を
回

避
す
る
の
が
目
的
で
す
か
ら
、
保
険

金
額
は
１
億
円
が
目
安
で
す
。
保
険

証
券
を
確
認
し
、
不
足
が
あ
れ
ば
増

額
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
１
億
円
の

保
険
金
額
で
も
保
険
料
は
年
間
で
数

千
円
程
度
と
割
安
で
す
。

〇
自
転
車
保
険
に
は
「
傷
害
保
険
」

も
付
く

　
「
自
転
車
保
険
」
で
備
え
る
方
法

も
あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
に
は
自
分

自
身
の
け
が
に
備
え
る
傷
害
保
険
が

含
ま
れ
、
割
高
に
な
り
ま
す
。
相
手

へ
の
損
害
賠
償
へ
の
備
え
が
目
的
で
、

す
で
に
十
分
な
保
険
金
額
の
個
人
賠

償
責
任
保
険
が
あ
る
な
ら
加
入
し
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
定

の
点
検
整
備
ず
み
の
自
転
車
に
張
ら

れ
る
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
」
に
も
賠
償
責

任
保
険
が
付
帯
さ
れ
ま
す
が
、
補
償

限
度
額
は
青
色
マ
ー
ク
が
１
千
万
円
、

赤
色
マ
ー
ク
が
５
千
万
円
で
す
か
ら
、

あ
わ
せ
て
個
人
賠
償
責
任
保
険
に
も

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
の
生
活
に
お
い
て
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上

益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
自
転
車
事
故
の
賠
償
に
備
え
る
》

見
守
り
新
鮮

情
報
8
月
号

↑く
守
ら
れ
ま
す
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
３
６
４－

２
１
４
５

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

８
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

　

９
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

※お断り
　お問い合わせ先は各項目
の末尾です。
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国民健康保険、後期高齢者医療保険の方へ
８月に保険証が更新されました
　前年度交付いたしました国民健康保険、後期高齢者医療保険の被保険者証（保険証）の有効期限は、
平成 29 年７月 31 日まででした。８月１日から切り替わった新しい保険証は、７月に簡易書留で郵送し
ております。
　まだお手元に保険証が届いてないという方は、役場保健係までお問い合わせください。

脱退手続き
　国民健康保険（国保）に加入していた方が、新たに職場の健康保険等に加入された場合、国保の脱退
手続きが必要です。脱退手続きをするまでは、二重に健康保険に加入した状態となり、国民健康保険税
も課税されたままなので、早めに手続きを行ってください。
　なお、勤務先の職場では国保の脱退手続きは行いません。
◎手続きに必要なもの
　・新しい健康保険証・国民健康保険被保険者証・印鑑

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎ 237-2574　　　　　

国民年金保険料免除についてのお知らせ
　熊本地震で被災し、住宅、家財、その他の財産について、被害金額がおおむね２分の１以上の損害を
受けられた方等は、ご本人からの申請に基づき、平成 28 年３月から平成 30 年６月までの国民年金保険
料の全額または一部が免除になります。免除となる対象者の範囲や申請手続きについては、お問い合わ
せください。

【お問い合わせ先】熊本東年金事務所　☎367-8144　　　　　
　　　　　　　　　役場町民課保健係　☎237-2574　　　　　

「脳いきいき教室」（認知症予防教室）参加者募集
　最近、物忘れが多くなってきたと感じていませんか？
　脳を活性化して認知症の発症リスクを減らしましょう！
対　象　者　65 歳以上の要介護認定を受けていない方で、最後まで継続して参加できる方。
日　　　時　10 月～平成 30 年３月
　　　　　　毎週火曜日　13：00 ～ 15：30（10 ／ 31、１／２を除く）【全 24 回】
　　　　　　　※　平成 30 年２月の第３週のみ木曜日（２／ 22）に開催
会　　　場　嘉島町福祉センター　２階会議室
定　　　員　20 人（申し込み多数の場合は抽選）。参加料無料。
講　　　師　株式会社Ｒｅ学（りがく）代表取締役　川畑　智氏
内　　　容　川畑式認知症予防プログラムに基づき、パズル等の教材を用いて、脳の活性化を図り、認

知機能の向上を図ります。
申　込　先　嘉島町地域包括支援センター
申し込み方法　９月 15 日（金）までに、電話でお申し込みください。

【お問い合わせ先】役場町民課介護保険係　　　　　　　　　　　　☎237-2574　　　　　
町地域包括支援センター（町社会福祉協議会内）☎237-2981　　　　　
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

6
月
30
日
夕
方
、
嘉
島
町
上
島
の

町
道
上
に
お
い
て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が

高
齢
女
性
乗
車
の
電
動
車
い
す
に
衝

突
し
、
電
動
車
い
す
の
女
性
が
死
亡

す
る
と
い
う
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
左

側
か
ら
車
両
が
来
て
い
な
い
か
を
特

に
注
意
し
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
車
を
運
転
す
る
際
は
、
控
え
め
の

速
度
で
運
転
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）6月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.6 6 52 0 0 4 0 0 2

H29 累計 34 350 0 0 18 6 1 6

前年比 +3 +27 -4 -1 +5 +3 +1 +2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.6 18 178 0 0 8 0 1 4

H29 累計 109 1,100 2 0 32 8 3 13

前年比 +14 -64 -12 -2 +12 -2 +3 +5

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）
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嘉島町総合運動公園
各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

8

19 土 熊本市高校 1年生サッカーリーグ大会 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

20 日 ALFIOカップサッカー大会 競技場 ９：00～ アルフィーオ熊本

21 月 第 48回全国中学校サッカー大会開催記念
ジュニアユース交流サッカー大会 競技場 ９：00～「全中サッカー 2017」サポート大津町実行委員会　22日も開催

27 日 第 7回エンペラーカップ軟式野球トーナメント戦 野球場 ９：00～ 上野商事　30日も開催

27 日 第 45回 KYUリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

9

２ 土 2017第 8回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　18日も開催

３ 日 第 7回エンペラーカップ軟式野球トーナメント戦 野球場 ９：00～ 上野商事　10日も開催

３ 日 第 45回 KYUリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

９ 土 高円宮杯 2017熊本県サッカーリーグU-15（1部） 競技場 14：00～ 熊本県サッカー協会　17日も開催

10 日 第 52回熊本県サッカーリーグ 1部 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

16 土 第 61回熊本県専修学校各種学校連合会サッカー大会 競技場 ９：00～ 熊本県専修学校各種学校連合会

17 日 第 42回嘉島町ダイヤモンド杯少年野球大会 野球場 ９：00～ 嘉島西少年野球クラブ保護者会18日・23日も開催
23 土 熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

7月 20日現在

子
育
て
町
ぐ
る
み
で

子
育
て
町
ぐ
る
み
で

町の現状やこれまでの歩みを踏まえ、子育ての重要
性を強調した荒木町長（右奥）

　

嘉
島
町
の
小
中
学
校
と
幼
稚
園
の
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
た

全
員
研
修
会
は
６
月
28
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
荒
木
町
長
は
昨
年
の
熊
本
地
震
か
ら
の
町
内

復
興
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
だ

河
川
改
修
の
進
展
に
伴
っ
て
サ
ン
ト
リ
ー
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
な

ど
の
企
業
誘
致
が
功
を
奏
し
、
目
下
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

進
め
て
新
た
な
町
政
発
展
を
図
っ
て
い
る
現
状
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

そ
の
上
で
昭
和
62
年
、
町
長
に
就
任
し
、
熊
本
市
と
の
合
併

が
実
現
せ
ず
に
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
」
と
町
づ
く

り
基
本
構
想
を
ま
と
め
た
経
緯
に
触
れ
、「
子
ど
も
た
ち
が
誇

れ
る
町
、
住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
家
庭
と
学

校
、
地
域
で
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

嘉
島
町
教
職
員
研
修
会

嘉
島
町
教
職
員
研
修
会

荒
木
町
長

荒
木
町
長

講　
　

演

講　
　

演
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今
ま
で
何
十
回
も
読
ん
だ
大
好
き

な
本
を
紹
介
し
ま
す
。
分
厚
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
読
み
終
え
て

し
ま
う
こ
と
間
違
い
な
し
。
女
性
な

ら
ば
年
齢
を
問
わ
ず
、
真
っ
す
ぐ

な
性
格
の
主
人
公
の
甘
く
直
球
勝
負

な
恋
愛
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
そ
う

（
？
）。
そ
し
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は

い
え
、〈
図
書
館
×
政
府
〉
と
い
う

思
い
も
よ
ら
な
い
戦
い
の
構
図
が
読

み
手
を
深
く
考
え
さ
せ
て
や
ま
な
い

物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
に
「
本
は
（
中

略
）
知
り
た
い
こ
と
を
知
り
た
い
時

に
、
何
度
で
も
教
え
て
く
れ
る
の
で

す
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
の
本
を
読
む
と
、
心

に
「
言
葉
の
貯
金
」
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
若
い
方
に
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
私
の
大
切
な
オ
ス

ス
メ
の
１
冊
で
す
。

「
図
書
館
戦
争
」

有
川　

浩

　
　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

緒
方　

ま
ゆ 

さ
ん　

滝
河
原

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
８
〜
９
月
の
休
館
日
》

　

８
月
14
、
21
、
28
日

　

９
月
４
、
11
、
19
、
25
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
閲
覧
、
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

嘉  島  町  民  会  館

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所と名前が分かるものを提示、利用カードを
作ってご利用ください。
　ただし、図書の貸し出しと返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借り
た本を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
東京クルージング
 伊集院　静
彼が通る不思議なコースを私も
 白石　一文
しんせかい
 山下　澄人
ツバキ文具店
 小川　　糸
我らがパラダイス
 林　真理子
熊本「地理・地名・地図」の謎
 鈴木　康夫  監修
庭時間を楽しむ
ガーデン＆エクステリア
 エクステリア工学会　編
農家が教える
野菜の収穫・保存・料理
 西東社編集部
戦争中の暮しの記録
 暮しの手帖　編
学校では教えてくれない
風景スケッチの法則
 増山　修

一つの花　ヒロシマの歌
 今西　祐行・作　近藤勝也・カバーイラスト
 森川　泉・本文イラスト
いのちの花
ペットの殺処分０を願う女子高生たち
 綾野　まさる・作　水沢そら・画
ドラえもん名言集
のび太くん、もう少しだけがんばって
 著者/藤子・Ｆ・不二雄　選/幅　允孝
スポーツルールとテクニック⑦
陸上競技・水泳
 総合監修・中村　和彦
14歳からのお金の話
 池上　彰
ぼく、あぶらぜみ
 得田之久・ぶん　たかはしきよし・え
にじ
 さくらい　じゅんじ・文　いせ　ひでこ・絵
せんそうしない
 たにかわ しゅんたろう・ぶん
 えがしら みちこ・え
ねこのはなびや
 渡辺　有一・作
お日さま　はだかんぼ
 神沢　利子・作　井上　洋介・絵

　熊本地震の影響で、ホール「アクア」とリハーサル室だけを条件付きで部分開放しています。ホール
の音響反射板や会議室などは利用できません。詳しくはお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237－ 0058

優
勝
し
た
Ｋ
Ｋ
Ｓ
ホ
ー
ク
ス

　第 41 回嘉島町ソフトボール協会会長旗ソフトボール
大会は６月２～ 19 日、７チームが参加し、町営グラウ
ンドで熱戦が繰り広げられました。
　決勝戦は、ＫＫＳホークスと嘉島産業の顔合わせ。２
点を先取したＫＫＳホークスが失点を許さず、最後まで
リードを守り切って見事優勝を飾りました。

ＫＫＳホークス 優勝ＫＫＳホークス 優勝 嘉島町会長旗争奪嘉島町会長旗争奪
ソフトボール大会ソフトボール大会
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　現在、小中学生が使っている教科書は今のように無償ではなく、必要な家庭がお金を出し

て買いそろえていたことをご存じですか。実際に教科書を買っていた方もいらっしゃると思

います。

　当時、教科書を買うことのできる家庭は４月を心待ちにして迎えることができたようです

が、買うのに苦労するところや買えないところもたくさんありました。お兄さんやお姉さん

からのおさがりだったり、近所の人から譲ってもらったりしたものを修繕しながら使わなけ

ればならなかった子どもたちがたくさんいました。そして、もらった教科書を再び弟や妹た

ちに譲るために、汚さないように傷まないように大事に使っていました。その裏では、経済

的に厳しいくらしの中で新しい教科書を買ってやれない親たちは、毎年３月になるとつらい

思いをしていたのでした。

　そんな中、高知県で、身のまわりにあるおかしなことや差別をなくそうという運動をして

いた母親たちがこのおかしさに気づき、学校教育や教科書について学習を進めていきまし

た。母親たちは「お金があるかないかで勉強することができるかどうかが決まるのはおかし

い。子どもたちはみんな同じように自分の教科書で勉強することができるはずだ」と考えま

した。そして、日本国憲法 26 条に「義務教育はこれを無償とする」という文を見つけたの

です。教科書を買えず、つらい思いをしていたのは、この条文が守られていないからだと気

づいたのです。そして、地域の人たちや先生たちと共に運動を広め、「教科書をタダにする

会」を結成しました。「教科書を無償に」という憲法を守る運動はさらに広がり、署名もた

くさん集まりました。そして町から市、県、全国的な動きになりました。その一方で多くの

困難や反対にも出あいましたが、そのようなことを乗り越えながら運動はねばり強く続けら

れました。そして、ついに 1969 年、全国の全ての小中学校で教科書無償が実現し、すべて

の子どもたちが安心して義務教育を受けられるようになりました。

　新しいインクのにおい、きれいな写真やカラフルな絵でいっぱいの現代の教科書。小中学

生の子どもたちが４月に手にする新しい教科書には、こうした子どもたちのことを思う人た

ちの「教科書無償の闘い」があったのです。

　小さいけれど熱い思いが集まり、大きな力となったこと。おかしいことはおかしいと真剣

に向き合い、声に出していくことの大切さ。現在、小中学校ではこうした話を４月の教科書

受け渡しの時や人権学習の時に学んでいます。これからも子どもたちの笑顔の絶えない町、

そして国をつくっていきたいものですね。

人権問題の正しい理解のために 〔その303〕

「教科書無償」に関するお話
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A Sticky Situation !
　I recently tried taking the Japanese Language Proficiency 
Test. Although I don't know the results yet, I felt good after 
taking the exam. I went home feeling confident in the 
progress I had seen from one year living in Japan.
　I took the test on a Sunday, and the next day, I was 
allowed to participate in the kindergarten's rice planting 
day. It was there that I had a terrifying and fun language 
learning experience.
　In the oppressive Kumamoto summer heat, I headed 
off to the rice field with the kids in the Tampopo class. 
「It's dripping off your face like"*botabota*"」, said a mother in 
the crowd. I turned around in surprise, but figured that 
"*botabota*" must refer to the amount of sweat.
　It was my first time planting rice, so I felt quite nervous. 
「The mud is 'nurunuru'! 」 a child exclaimed as he plunged 
into the mud. I wondered what "nurunuru" meant, but I 
found out as soon as I stepped into the rice field with my 
bare feet.
　The farmer supervising us announced 「I will explain 
now how to plant the rice.」「Please take the 'ine no nae' 
and plant it like this.」
　I felt a pang of confusion and didn't know what he meant, 
but I quickly realised that he was referring to the rice
seedling and I enjoyed a wonderful morning of rice 
planting.
　「Please come to the "inekari".」
　「How was it? Was your blood sucked by the "hiru"?」
　Over the course of that day, I heard Japanese words 
that I had never seen at all in my studies for the test, and 

my head was spinning. By planting rice, I learned the importance of learning words through experiences.
　I have a message for students in Kashima learning English. Please go abroad on exchanges or homestay. 
I believe it has incomparable value. I have had the opportunity to do many things here in Japan, and I 
feel very fulfilled. To everyone at Kashima Kindergarten, and the farmers who helped us ‒ Thank you. 
I am looking forward to "inekari". I hope we have a plentiful and delicious harvest♡

むずかしい状況―ヌルヌル体験！
　先日、日本語能力試験に挑戦してみました。結果は、
まだ分かりませんが、1 年間の日本滞在成果が出てい
るなと思い、自信満々で帰ることができ、受験後は終
日、いい気持ちでした。
　試験を受けたのが日曜日で、翌日は、嘉島幼稚園の
田植えに参加させてもらいました。そこで、第二言語
習得の恐ろしくて楽しい経験をしました。
　7 月のうだるような熊本の暑さの中で、たんぽぽ組
さんと一緒に田んぼに出発！　「汗が顔からボタボタ
垂れるね～」って言っているお母さんの声が聞こえま
した。アレ？　と思った後、あ～なるほど！　こんな
時の汗は、ボタボタするって言うんだと気づきました。
　私は、初めての田植えだったので緊張していました。

「泥はヌルヌルしてるよ～」って先に入った子どもた
ちの声が聞こえてきました。ヌルヌルってなんだろう
と思ったけれど、素足で田んぼに入ったらすぐに分か
りました。
　「今から植え方について説明します！」と農家の方
がお話されました。「稲の苗をこのように植えてくだ

さい」
　「ん？　なにナニ？」と心の中でドキッとしたけど、
稲の苗というのは多分 rice seedling のことだろうと
思って、落ちついて楽しく初田植えができました。
　「稲刈りにも来てくださいね！」
　「どうだった？　ヒルに血を吸われなかった？」
　その 1 日は、右からも左からも試験勉強で一度も見
たことのなかった日本語が次々と出てきて、目が回っ
てしまいました。でも、田植えを通して、言葉を経験
で覚える大切さがよく分かりました。
　英語を勉強している嘉島町の生徒のみなさんに伝え
たいことがあります！　ぜひ留学やホームステイに出
てみてください。絶対に勉強と比較できない価値があ
ると信じています。私は、日本でたくさんの体験をさ
せてもらっていて、とても充実しています。嘉島幼稚
園と農家の方々、ありがとうございました。稲刈りも
楽しみにしています。おいしいお米ができますように
♡

　　　　　　　　　　　　　　　　（7 月 18 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

田植えに初挑戦。ボタボタ、ヌルヌルを実感
できました
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成松　凰華さん
（嘉島西小学校４年）

「スイカ」
赤星　凛さん（嘉島東小学校１年）

清﨑　富子さん（上仲間）

握
手
の
手
さ
っ
と
引
き
た
る
幼
な
子
が
荒
れ
た
る
吾
が
手
を
じ
っ
と
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つ
め
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大
塚
シ
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子

と
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め
き
と
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懐
し
き
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を
持
て
る
バ
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は
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の
か
な
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ー
ラ
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ピ
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涼
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花
き
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あ
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寝
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る
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よ
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幸
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夕
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重
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る
大
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美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
立
秋
（
７
日
）
を

過
ぎ
た
と
は
い
え
、
熊
本
の
酷
暑
は
ま
だ
ま
だ
。
そ
ん

な
中
、「
こ
こ
で
奮
起
を
」
と
気
合
を
入
れ
直
す
の
は

受
験
生
の
皆
さ
ん
に
限
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
夏
、
嘉
島
町
に
は
視
察
団
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
の
震
災
、
福
岡
や
大
分
を
襲
っ
た
豪
雨
な
ど
後
を

絶
た
な
い
災
害
対
応
の
在
り
方
は
じ
め
「
現
地
に
学
ぼ

う
」
と
い
う
全
国
各
地
の
町
村
や
町
村
議
会
の
研
修
で

す
。

　
「
先
進
地
、
成
功
事
例
の
嘉
島
町
に
企
業
誘
致
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
」
と
言
う
宮
城
・
大
郷
町
議
会
の

ご
一
行
。
地
道
な
誘
致
活
動
に
先
立
っ
て
、
長
年
に
及

ん
だ
町
の
河
川
改
修
の
取
り
組
み
を
説
明
し
な
が
ら
、

「〝
喜
び
の
春
〞
を
迎
え
る
に
は
日
ご
ろ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

努
力
し
続
け
る
し
か
な
い
受
験
に
似
て
い
る
」
と
改
め

て
思
い
至
り
、
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
な
ど
町
の
施
策
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
支
援
を
得
る
地
道
な
努
力
が
な
け
れ
ば
、
実
を
結

び
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
８
日
）

意

輪

７月の
　　 町長の動き

荒木町長談

３日 ・嘉島町社会福祉協議会非常勤職員辞令交付
 ・辞令交付式、庁内常会、課長会議
 ・熊本日日新聞取材応対
 ・熊本県市町村課来庁応対
 ・ 熊本県市町村社会福祉協議会トップセミナー
５日 ・全国防災・危機管理トップセミナー
６日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国町村会理事会
９日 ・上益城郡民体育祭開会式
10日 ・課長会議　・熊本県警察本部訪問
 ・熊本県町村会評議員会

11日 ・くまもと経済取材応対
 ・イオンモール熊本来庁応対　
 ・神奈川県大井町議会視察応対
12日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・上益城地域農業振興協議会総会
 ・サントリーホールディングス副社長来庁応対
 ・東宝ホーム来庁応対
 ・熊本日日新聞取材応対
 ・読売新聞取材応対
 ・熊本サントリー会御礼の会
13日 ・アルファリアルエステート山本氏来庁応対
 ・宮城県大郷町総務常任委員会視察応対
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
 ・郡内町長定例会
18日 ・課長会議
 ・河川海岸防災協会総会事前打ち合わせ
 ・社会を明るくする運動町内パレード
 ・嘱託員会議
 ・木下サーカス来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
 ・ 岩下栄一さんの県議会議長就任を祝し励ます会
19日 ・日本消防協会長面会
 ・緑川改修期成会要望
 ・全国町村会打ち合わせ
20日 ・滋賀県町村会視察応対
 ・熊本県連合戸籍住民台帳事務協議会総会
21日 ・福岡県町村会、東峰村、添田町訪問
24日 ・課長会議
 ・ 佐賀県伊万里市および菊池市との災害時相互応援

協定締結
27日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国自治協会理事会、評議員会
 ・都道府県町村会長会
 ・全国町村職員生活協同組合理事会、総代会
28日 ・嘉島町地域農業再生協議会
 ・田嶋副知事面会
 ・嘉島町青少年育成町民会議
 ・九州、沖縄イオン会懇親会
29日 ・上益城郡消防大会
 ・下仲間消防団積載車納車式
30日 ・熊本交通運輸研修会
 ・ 全国賃貸住宅経営者協会連合会熊本県支部謝恩会
31日 ・中長期派遣辞令交付

宮
城
・
大
郷
町
議
会
の
視
察
団
と
名
刺

を
交
換
す
る
荒
木
町
長
（
手
前
左
）

全国町村会長就任あい
さつに訪れた県庁で蒲
島知事（左）と歓談

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

鍬
田　

國
博　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

政
子　

様

　

吉
田　

信
一　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

美
枝
子　

様

　

橋
口　

久
美　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

吉
田　

薫　

様

震災相談窓口
　昨年の熊本地震に伴う各種
相談に応じる総合窓口を町役
場１階の小会議室に設けてい
ます。

　

山
内　

政
子　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

齋　

様

　
　
　
　
　
　
　

７
月
18
日
現
在
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嘉島町の人口
平成29年７ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,179 人　

　男　　 4,451 人　

　女　　 4,728 人

世帯数　 3,411 世帯　（＋  1）

　

町
の
総
合
運
動
公
園
に
行
き
ま
し

た
。
復
旧
工
事
が
終
わ
っ
て
全
て
の

施
設
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど

も
た
ち
が
一
生
懸
命
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
を
す
る
様
子
を
見
な
が
ら
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
へ
。練
習
と
言
っ
て
も
、も
っ

ぱ
ら
球
拾
い
の
私
で
す
。

　

あ
る
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
数

十
人
が
、
練
習
前
と
後
に
一
人
ひ
と

り
、
受
付
で
立
ち
止
ま
っ
て
管
理
人

に
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
す
る
姿
を
す

が
す
が
し
く
感
じ
な
が
ら
コ
ー
ト
を

後
に
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
宮
）

　

嘉
島
西
小
で
６
月
28
日
、
不
慮

の
水
の
事
故
を
想
定
し
た
〝
着
衣

泳
〞
の
練
習
会
が
開
か
れ
、
５
、

６
年
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

服
を
着
た
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
る
同

小
恒
例
の
取
り
組
み
で
す
。

　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
職
員
の
兼
瀬
稔

宜
さ
ん
と
宮
永
誠
也
さ
ん
の
指
導

で
万
一
、
水
の
事
故
に
遭
遇
し
た

ら
、
ま
ず
「
１
１
９
番
通
報
を
」

と
教
わ
っ
た
児
童
ら
は
体
操
服
を

着
た
ま
ま
プ
ー
ル
へ
。
仰
向
け
で

手
足
を
大
き
く
広
げ
て
大
の
字
に

な
っ
た
り
、
浮
き
輪
代
わ
り
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
り
し
て

プ
ー
ル
で
浮
き
続
け
る
練
習
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。

万一備え西小児童ら着衣泳

　（－  6）

　（－  1）

　（－  7）

８月11日（金・祝） 小糸整形外科（御船町）

  ☎２８２－００５０

８月13日（日） たなか内科眼科（嘉島町）

  ☎２３５－７２３５

８月20日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）

  ☎２３７－４１１２

８月27日（日） よしむら内科・循環器科（嘉島町）

  ☎２３５－７７７３

９月３日（日） からしま小児科（嘉島町）

  ☎２３５－６３３３

９月10日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）

  ☎２８１－１１１２
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ご両親：田上　潤さん、恵美さん（下六嘉）

　
　
　
千
尋（
ち
ひ
ろ
）
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
12
月
14
日
生

有
馬
　
舷
司（
げ
ん
じ
）
く
ん

平
成
26
年
８
月
７
日
生

田
上
　
心
陽（
こ
は
る
）
ち
ゃ
ん

平
成
29
年
3
月
21
日
生

お歌が大好きです♪
ご両親：有馬　栄一さん、佳志子さん（上六嘉）
お歌とプール遊びが大好きです☆


